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SUMASHIKA　～耳を澄ます処から～　Ｎｏ．４～１０
吉橋久美子
hunahuna出版


───────────────────────



ＳＵＭＡＳＨＩＫＡ～「耳を澄ます処」から～Ｎｏ．４

＜言葉で近づく・言葉で離れる＞

先月号の「この指とまれ」。お隣のページの　桃北さなさんが、
「澄まし処（すましか）」と名付けて開いている「聴くことを探究するひととき」のことを
書いてくださって、感激しました。
15分語って下さったことで、わたしはさなさんの内面のうつくしさに振れて、
心が震える思いだったんですよ。さなさん、こちらこそありがとうございました。

その「澄まし処」のサブタイトルは
「耳を澄ます聴き手のはたらきを観察するひととき」であり、
観察する「はたらき」の一つは、人と人との距離かなあって、思います。

この距離は、心の中で感じる、相手との距離のことです。
不思議なことに、人は言葉によって近づいたり、離れたりしてる。
語っている人が、聴いている人のことを「そばに居てくれたと感じる」ことが
あるんだっていうこと。

不思議なことに「相手のためにいいことを言おう！！」って思いながら
聴いている時よりも、相手の言葉をなぞるようにしてそのまま聴く方が、
相手の近くに居られるみたいなんです。
そして、自分が考えた言葉を返すよりも、相手の言葉を返した方が。

「相手のためにいいことを言おう」って思ってる時の主語は自分。
「自分」に軸足を置いてるからなのかな。相手に近づいてはいないのかな。

それ以前に、その言葉を用いる人の態度・在り方っていうものがあって。
これまでそんなことを皆さんと観察してきました。

また５月から新しいクラスが始まっています。月一回の金曜日、単発もOKです。
ご興味あればご連絡下さいね＾＾。　　　　　　　　　

ＳＵＭＡＳＨＩＫＡ～「耳を澄ます処」から～Ｎｏ．５

＜セナカ　の　カナシミ＞

年齢を重ねるにつれて、なんといったらいいか、言葉が見つからないような
できごとに接することが多くなりました。
若いときは何か言わなきゃと必死で言葉を探していたけれど、
今はもう、何も言えない無力な自分を、
ごめんなさいと差し出すことしかできません。

そしてなんて自分は鈍感なんだろう、ということも思います。
あのとき、あの人は大変だったんだな、っていうことに気付かずにいた、ってこと、
ここ最近、何度もありました。
これからもあると思います。

デンデンムシノカナシミ、という
新美南吉の短編のことを思い出しました。

ワタシハ　イママデ　ウツカリシテ　ヰタケレド、ワタシノ　セナカノ　カラノ　ナカニハ　カナシミガ　イツパイ　ツマツテ　ヰルデハ　ナイカ

と気づいたデンデンムシが、どうしたらよいのだろうと
他のデンデンムシに会いに行きます。
でもどのデンデンムシも
「ワタシノ　セナカニモ　カナシミハ　イツパイデス」というのです。

カラに包まれたカナシミは、外から見えなくって、
体の一部であって、切り離すことができないんですね。
もしかしたら、その薄いカラこそが大事なこともあるかもしれない。
私たち人間にも　カナシミガ　イッパイ　ツマツテ　ヰル　と
新美南吉はみていたのかな。
というか、そもそもこれは人間そのものですね。
　　　　　

ＳＵＭＡＳＨＩＫＡ～「耳を澄ます処」から～Ｎｏ．６
　
＜なんにもないなんにもない＞

夏がやってきましたね。
私は７月11日～13日、恵那に通っていました。
「聴く」ことの探求をする人々に招かれて全国を旅しておられる
橋本久仁彦さんをお招きして、
東京や大阪など各地からお集まりくださった10人の方と、
「場をひらく人講坐　夏の陣」だったんです。
（共同主催　恵み自然農園長江賢太郎さん）

耳を澄まし、相手の言葉を大切に丁寧にたどる。
相手を押さず、抑えず、離れずについていく。
このような「あり方」が場に与える影響を考えました。

最後に輪になって座りました（「円坐」という名がついています）。
設定されたテーマはなく、語りたい人が語る、という場です。
最後の円坐では、誰も語らず、ただ風が吹いている時間が過ぎていきました。
（夏の恵那は風がとても柔らかく優しいです。）

風に吹かれながら、「自分には何にもない」という言葉を
何人かの方がおっしゃったことを思い出しました。

で、つい皆さんに披露したのが
「はじめ人間ギャートルズ」のエンディング曲「やつらの足音のバラード」です。

♪　なんにもないなんにもないまったくなんにもない
　生まれた生まれたなにが生まれた　…略…　なんにもない大地にただ風が吹いてた

「なんにもない」自分。とうてい好きになれない自分。
そのまんま聴いてくださる方々がいる円坐では、
そんな自分で居続けることができます。その自分を見つめることができます。
そのことが、なんだかすごいなと思ったのでした。
　　　

ＳＵＭＡＳＨＩＫＡ～「耳を澄ます処」から～Ｎｏ．７
　くらすば　吉橋久美子
＜いいこと考えた！＞

朝晩涼しくなってきました。
地軸の傾きによって四季が生まれる…なんて、教科書では習ったけど
なんとも不思議なことです。

さてこの夏休み、「第十五回夏休みこども博覧会」の
実行委員としてＶＩＴＳにたびたび通いました。
地下の市民ギャラリーが、６日間、子どもたちの笑顔が
あふれる空間になったんです。

私は子ども実行委員による飾り付け展示コーナーの担当。
二日間の事前ワークショップの進行と
来場者による制作スペース＆掲示のお当番をしました。

制作方法の指導などは一切せず、
子どもたちにお任せです。

実行委員の方の中に、ダンボールやトレイや空き箱などを
大量に、本当に大量に用意してくださる方がいらして
それを見た時の子どもたちの目の輝き！
「いいこと考えた！」「できたよ見てみて～！」
とても賑やかでした。連日来てくださる親子もいました。

テーマがあって、場所があって、材料があって、
一緒に作る仲間がいれば
子どもたちはスイッチが入ってどんどん作っちゃうんだなあ…

改めて思った数日間でした。


SUMＡＳＨＩＫＡ～「耳を澄ます処」から～Ｎｏ．８
　
＜揺れ動く＞

虫の音が子守唄のように優しく響く季節になりました。

さて、この1，2年、社会のありようが激しく揺れ動いているように感じますが
特に今月。

この揺れるエネルギーは、なにに変換されるのかな…考えています。

もう少し主体的になってみると、
この揺れるエネルギーを、なにに変換すべきなのか…
問われている気がします。

揺れるといえば、このことはなにか関連があるでしょうか。

耳を澄ます聴き手の前で語っている人も、
言葉を口に出した端から、それを否定するような、
まだ考え中だというような、語尾が表れて
気持ちが揺れていきます。

自分自身の中に、自分を揺り動かすものがあって
揺れているうちに、少し前に進んでいく。

この時代もそんな時期なのでしょうか。

湧き上がったエネルギーを
いのちを大切にする方向に変換したいと、
私は思います。


ＳＵＭＡＳＨＩＫＡ～「耳を澄ます処」から～Ｎｏ．９

＜ほめる・ほめない・それを決めない＞

若いころ「ポジティブシンキング」が好きで
物事の明るい面を見て、社会を明るくしたいと思っていました。
友達が語る「暗い言葉」をすぐさま「明るい言葉」に置き換えたり
「でもこんな風にも言えるよね！」と、明るい捉え方を提示したり。

子育ても同じ。「ほめて育てる」のがいいと思っていました。

だから「ほめない」という接し方があるのを知った時はびっくりしました。
でも「ほめるのも、叱るのも、子どもを自分の思う方向に導くことだから
同じなんだ」と聴いたとき、少し時間はかかりましたが深くうなずいたことを覚えています。

そして今。「ただ聴く」ことを探求しているとまた少し違った景色が見えてきます。

「ほめる」「ほめない」という、その方針を決めてから
子どもに向き合うのって、子どもと「直」に接していることになるのかな？

「ほめる方式」や「ほめない方式」の教えに一度頭と心を通してから
子どもに向き合っている感じがするんです。子どもとの間に少し、距離ができる。

「ほめる方式」のあの本にはこう書いてあった、
「ほめない方式」のあの先生はこんなふうに言ってた、と、まずそれが頭に浮かびます。
例えば私みたいに、最初ほめる方式だったお母さんが
ある日を境に「ほめない方式」になった。
すると、子どもはその「方式」によって左右されるお母さんの姿を見ることになります。

で、いろいろ考えて来て、結局、
私はやっぱり「ほめるほめられる」って嬉しいなあと思うので普段はそんな感じです。
でも、ここぞという時には「直に」、「人として」接したいなあと思っています。

ＳＵＭＡＳＨＩＫＡ～「耳を澄ます処」から～Ｎｏ．10
　
＜月と雨音＞

私は満月の夜と新月の夜に「夜空見上げて」というアナウンスメールを
発行していて、月の満ち欠けにちょっとだけ敏感（？）です。

月の光って実は太陽の光なんですよね。
遥か遠く離れた太陽からの光を受けて、輝いているのだと。
光を遮り、反射する月がなければ、この光を見ることはできないんですね。

雨音のことを連想しました。
こんな詩を親子向けワークショップ「くらすばかがくかん」で読んだことがあったなあ…。

あめは　ひとりじゃ　うたえない
きっとだれかといっしょだよ。
やねといっしょに　やねのうた
つちといっしょに　つちのうた
　　…(略)
　　　　（「雨の歌」　鶴見　正夫）

雨は「だれか」と「いっしょ」じゃなければ雨音をたてられない。
なにかにあたらなければその音は生まれないのですね。
音ってみんなそうなのかな。

もし人も同じように、
出会い、やりとりし、時にぶつかることで
なにかのメロディが生まれているとすれば
私はあの人とどんな歌を歌っているのかな、
この人とどんなリズムを刻んでいくのかな…。

もっと誠実な音を奏でられるようになりたいと思う今日この頃です。
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